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改
正
担
い
手
三
法
で

働
く
仲
間
の
処
遇
改
善
と

魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
実
現
を
目
指
そ
う

January
No.715
２０２5年１月１５日

１部２０円　組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂　TEL095-821-1234

1
発行●長崎県建設産業労働組合　〒852-8021　長崎市城山町１７番５８号　TEL095 -862 -7121　FAX095 -862 -5281　http//www.kensetunagasaki.org/　発行責任者●若杉孝雄　編集人●古井宏樹

新春特集号
事務所は １月 7日㈫からです。
尚、１ 月 6 日は本部旗開きを行います。

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２5年（令和７年）１月１５日発行第 715 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�1



佐
世
保
市
長
要
請
行
動 

　
～
熱
い
議
論
、
有
意
義
な
要
請
行
動
に
～

　
佐
世
保
支
部
協
会
・
佐
世
保

官
公
需
業
者
会
で
は
、
十
一
月

二
十
九
日
㈮
、
佐
世
保
市
長
要

請
行
動
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
佐
世
保
支
部
協
会
及
び
佐
世

保
官
公
需
業
者
会
役
員
に
加
え

本
部
協
会
役
員
、
事
務
局
と
山

下
市
議
会
議
員
、
久
野
市
議
会

議
員
、
小
野
原
市
議
会
議
員
に

も
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
佐
世
保
市
か
ら
は
、
田
中
副

市
長
他
部
長
、
次
長
等
計
八
名

に
て
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
下
市
議
の
ご
挨
拶
、

西
野
会
長
、
北
村
協
会
長
の
挨

拶
後
、
田
中
副
市
長
の
挨
拶
を

頂
き
、
西
野
会
長
よ
り
要
望
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
要
望
内
容
は
、
工
事
発
注
に

関
す
る
件
、
最
低
制
限
価
格
の

引
上
げ
に
関
す
る
件
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
関
す
る

件
、
空
き
家
対
策
の
補
助
金
拡

充
の
件
の
四
つ
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
受
注
機

会
や
市
独
自
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
創
設
、
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
の
様
々
な
ご
意
見
が
出
さ

れ
、
一
時
間
弱
熱
い
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
要

請
活
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
市
政
へ
の
取

り
組
み
へ
の
大
き
な
一
歩
に
繋

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
組
合
員
並
び
に
ご

家
族
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
様
々
な
組
合
活
動
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
一
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
石
川
県
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
そ

の
後
も
台
風
や
記
録
的
な
豪
雨

等
の
自
然
災
害
が
全
国
各
所
で

相
次
い
で
発
生
し
、
尊
い
命
を

奪
い
、
多
く
の
方
々
が
被
災
さ

れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
心
か

ら
の
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
自
然
災
害
等
の
有

事
の
際
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や

住
宅
修
理
・
建
設
に
欠
か
せ
な

い
建
設
業
は
、
社
会
生
活
の
根

幹
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
建

設
従
事
者
数
の
減
少
に
は
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
担
い
手
確
保
と

育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
建
総

連
は
組
織
を
挙
げ
て
全
国
の
仲

間
と
共
に
一
昨
年
か
ら
持
続
可

能
な
建
設
業
の
実
現
に
向
け
た

百
万
人
国
会
請
願
署
名
運
動
に

取
り
組
み
、「
建
設
労
働
者
の

雇
用
改
善
、
担
い
手
確
保
・
育

成
に
関
す
る
請
願
」
が
参
議
院

で
採
択
さ
れ
、
昨
年
六
月
に
は

新
・
担
い
手
三
法
が
成
立
し
、

標
準
労
務
費
の
設
定
な
ど
請
負

契
約
で
の
新
た
な
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

仲
間
の
皆
様
の
運
動
の
成
果
で

あ
り
、
賃
金
確
保
と
処
遇
改
善

の
実
現
に
向
け
て
の
一
歩
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
法
律
が
き
ち
ん
と

実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

の
運
動
を
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
と
し
て
、
昨
年

四
月
か
ら
建
設
業
に
お
け
る
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
、
従
業
員
の
労
働
時
間
の

管
理
・
把
握
、
残
業
を
す
る
場

合
の
三
六
協
定
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
従
業
員
を
一

人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働

基
準
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
人

財
確
保
と
労
働
環
境
の
整
備
の

観
点
か
ら
も
事
業
所
と
し
て
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
工
事
に
着
手

す
る
木
造
戸
建
て
の
大
規
模
リ

フ
ォ
ー
ム
に
は
建
築
確
認
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
建
築
確

認
が
必
要
な
の
は
主
要
構
造
部

の
過
半
に
渡
り
改
修
等
を
行
う

場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

水
回
り
や
手
摺
等
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
は
不
要
で
す
。
リ

フ
ォ
ー
ム
等
の
内
容
に
よ
り
確

認
申
請
が
必
要
に
な
る
場
合
、

必
要
な
い
場
合
に
分
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
仲
間
の
皆
様
の
営
業

活
動
に
も
影
響
が
及
ぶ
と
思
わ

れ
ま
す
。
制
度
の
概
要
や
申
請

の
注
意
点
等
に
つ
い
て
の
情
報

や
講
習
会
開
催
の
案
内
な
ど
組

合
新
聞
や
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
な
が
ら
情
報
発
信
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
二
日
よ
り
国
民

の
不
安
を
払
拭
し
き
れ
な
い
ま

ま
保
険
証
の
交
付
が
廃
止
さ
れ

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
病
院
受
診

の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
保
険
証
情
報
を
紐
付
け
し

た
マ
イ
ナ
保
険
証
、
あ
る
い
は

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
資
格
確

認
書
」、
ま
た
は
今
お
持
ち
の

保
険
証
（
長
建
国
保
の
保
険
証

は
令
和
七
年
七
月
三
十
一
日
ま

で
有
効
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

組
合
で
は
皆
様
が
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
保
険
証
の
存
続
と

建
設
国
保
の
育
成
強
化
、
補
助

金
確
保
を
求
め
る
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
建
設
産
業
は
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
仲
間
の
皆
様
の
現
場
・
仕
事

に
役
立
つ
情
報
発
信
に
努
め
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
建
設

産
業
と
し
て
、
建
設
業
で
働
く

仲
間
や
建
設
業
を
目
指
す
方
々

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
、
今
ま
で
以

上
に
山
積
す
る
課
題
に
向
け
て

皆
様
と
一
緒
に
運
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
保
険
証
の
交

付
廃
止
に
よ
り
仲
間
の
組
合
に

対
す
る
帰
属
意
識
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

「
建
設
長
崎
」
は
、
仲
間
の
皆

様
の
組
合
で
あ
り
、
そ
し
て
仲

間
の
拠
り
所
と
し
て
対
話
・
交

流
の
機
会
を
広
げ
、
先
輩
方
が

築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
組
合
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
・
発
展
さ

せ
る
た
め
全
力
で
取
り
組
む
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
最
大
限
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
一
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
、
良
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
の
国
保
組
合
関

係
予
算
に
お
い
て
、
私
た
ち
の

社
会
保
険
の
要
で
あ
り
ま
す
建

設
国
保
の
現
行
水
準
の
維
持
に

向
け
、
組
合
員
・
家
族
の
皆
様

に
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
取
り
み

頂
い
た
結
果
、
一
万
五
千
九
十

通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
組
合
員

と
家
族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運

動
で
す
。
組
合
で
は
集
約
さ
れ

た
す
べ
て
の
ハ
ガ
キ
を
点
検
し
、

厚
生
労
働
省
、
財
務
省
へ
全
通

投
函
し
ま
し
た
。

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
・
ご

家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
度
国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

財
務
省

一
万
五
千
九
十
通
集
約

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た ◆

参
加
者
◆（
敬
称
略
・
順
不
同
）

西
野
雅
樹
・
大
島
𠮷
博

松
山
新
二
・
北
村
政
和

平
尾
眞
一
・
大
賀
修
司

松
園
俊
輔
・
江
頭
孝
一

大
庭
央
大
・
山
下
市
議

久
野
市
議
・
小
野
原
市
議

執行委員長
佐藤　圭介

要望書を手渡す西野会長（左）

建
設
業
許
可
電
子
申
請 

　
シ
ス
テ
ム
研
修
会
を
開
催

　
令
和
五
年
一
月
よ
り
建
設
業

許
可
関
係
の
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
書
類
で
の
申
請

の
み
で
し
た
が
、
申
請
書
類
の

準
備
や
審
査
事
務
が
申
請
者
及

び
行
政
庁
双
方
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
全
国
統
一
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
書
式
・
様
式

の
統
一
を
図
り
、
手
続
き
の
電

子
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

双
方
の
事
務
負
担
の
軽
減
と
行

政
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
小
建
設
業
協
会
で
は
、
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
周
知
を
目

的
に
、
電
子
申
請
を
お
こ
な
う

際
の
事
前
の
登
録
方
法
や
基
礎

知
識
に
つ
い
て
県
内
四
会
場
で

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
子
申
請
説
明
の
後

に
は
、
ワ
イ
ズ
公
共
デ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
㈱
の
担
当
者
よ
り
経
営

事
項
審
査
（
経
審
）
の
評
点
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和 7年 1月から

収入証紙は廃止します。

手数料の納付方法が変わります！

※県の収入証紙と国の収入印紙は別のものです。ご注意ください。

１ 　オンライン　　 ２ 　支払窓口　　 ３ 　手数料納付書
お問い合わせ先

長崎県出納局会計課 〒850-8570 長崎市尾上町3-1
TEL 095-894-3211　FAX 095-894-3466

証紙販売終了後（令和７年１月以降）の手数料の納付方法

収入証紙の販売は
令和６年12月末まで

購入済証紙の使用は
令和７年３月末まで

未使用証紙の還付は
令和11年12月末まで

執
行
委
員
長
　
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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2025年
（令和７年） 年男・年女

へ び（巳）年

「
密
度
の
濃
い�

�

日
々
に
」

原
田
　
仁
志

（
平
戸
支
部
）

　
年
男
で
あ
る
今
年
の
一
年
は

日
々
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

着
実
に
積
み
重
ね
、
密
度
の
濃

い
日
々
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
健
康
に
も
一
層
気
を
つ
け
て
、

ま
だ
ま
だ
現
役
で
仕
事
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
組
合
活
動
に�

�
協
力
を
」

鳥
羽
　
英
雄

（
北
松
支
部
）

　
今
年
で
六
回
目
の
年
男
を
迎

え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ケ
ガ
や
病
気
に

気
を
付
け
て
、
組
合
活
動
に
も

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
お
客
様
に�

�

恵
ま
れ
て
」

大
平
　
正
義

（
佐
世
保
北
支
部
）

　
十
五
歳
か
ら
五
十
七
年
間
、

仕
事
仲
間
と
お
客
様
に
恵
ま
れ

て
大
工
と
し
て
や
っ
て
く
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
ケ
ガ
な
ど
に
注
意
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
新
し
い
仕
事
な
ど
に�

�

挑
戦
！�

仕
事
の
幅
を
広
げ
る
」

田
中
　
和
樹

（
佐
世
保
東
支
部
）

　
少
し
前
か
ら
支
部
の
青
年
部

部
長
を
務
め
、
青
年
部
層
と
の

交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
先
輩
組
合

員
の
方
々
や
他
支
部
の
方
と
も

交
流
す
る
機
会
が
増
え
、
交
流

の
幅
が
広
が
り
去
年
は
良
い
年

で
し
た
。

　
仕
事
に
限
ら
ず
、
挑
み
続
け

る
事
で
、
自
分
だ
け
で
は
無
く

組
合
が
前
進
し
、
よ
り
良
い
未

来
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
組
合
活
動
を�

�

盛
り
上
げ
る
」

本
田
　
英
樹

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

　
早
い
も
の
で
、
今
年
還
暦
を

迎
え
ま
す
。

　
支
部
長
と
し
て
、
組
合
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、

ケ
ガ
や
病
気
に
注
意
し
な
が
ら
、

仕
事
に
も
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
夫
婦
二
人
三
脚
で
」

山
田
　
哲
夫

（
島
原
支
部
）

　
父
の
後
を
継
ぎ
早
四
十
年
余

り
、
組
合
活
動
で
多
く
の
仲
間

と
出
会
い
、
楽
し
い
旅
行
に
も

行
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

夫
婦
二
人
三
脚
で
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
会
社
と
し
て
、
あ
と

少
し
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
活
動
、
今
年
も
微
力
な

が
ら
頑
張
り
ま
す
。

「
感
謝
の
気
持
ち
」

金
水
　
　
誠

（
大
村
支
部
）

　
今
年
、
早
い
も
の
で
還
暦
を

迎
え
ま
し
た
。
組
合
活
動
に
積

極
的
に
参
加
を
し
て
、
色
々
な

人
に
出
会
い
、
繋
が
り
が
で
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
日
々
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
組
合
活
動
に
協
力

を
惜
し
み
な
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
初
め
て
参
加
し
た�

�

組
合
旅
行
」

山
田
二
三
男

（
諌
早
支
部
）

　
今
年
、
年
男
と
し
て
新
年
を

迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
組
合
の
旅
行
に
初
め
て
参

加
し
た
り
し
て
、
と
て
も
よ
い

年
で
し
た
。
今
年
は
組
合
に
協

力
し
て
、
体
に
気
を
付
け
て
頑

張
っ
て
よ
い
年
に
し
た
い
で
す
。 「

こ
れ
か
ら
も�

�

丁
寧
な
仕
事
を
」

岳
野
　
将
平

（
西
彼
支
部
）

　
三
十
六
歳
、
三
度
目
の
年
男

で
す
。

　
看
板
工
と
し
て
独
立
し
て
か

ら
三
年
が
経
ち
ま
す
が
、
常
に

勉
強
の
日
々
で
す
。

　
巳
年
と
い
え
ば
、
長
崎
県
民

栄
誉
特
別
賞
を
贈
ら
れ
た
内
村

航
平
さ
ん
も
同
齢
の
巳
年
で
す
。

　
彼
の
体
操
の
よ
う
に
、
美
し

い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
丁
寧

な
仕
事
を
心
掛
け
た
い
で
す
。

「
街
づ
く
り
に
貢
献
」

佐
野
　
勝
美

（
浦
上
東
支
部
）

　
ま
ず
は
、
還
暦
を
迎
え
る
の

で
一
年
を
通
し
て
笑
顔
で
明
る

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
健
康
に
気

を
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
の

で
、
安
心
安
全
で
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

「
運
動
と
健
康
と�

�

仕
事
」

平
井
　
義
孝

（
浦
上
西
支
部
）

　
早
い
も
の
で
六
回
目
の
年
男

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
健
康
に
過
ご
せ
た

の
も
、
始
め
て
十
数
年
に
な
る

週
一
回
の
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
お

陰
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
の
間
は
仕

事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
生
涯
大
工
に
喜
び
」

髙
見
　
猛
美

（
東
長
崎
支
部
）

　
昭
和
三
十
二
年
十
六
歳
の
時

に
弟
子
入
り
し
、
大
工
を

六
十
八
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
、
独
立
し

多
く
の
方
々
と
交
流
も
あ
り
、

五
十
棟
以
上
の
新
築
に
も
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
何
事
も
「
人
か
ら
信
頼
さ
れ

る
事
を
信
念
」
と
し
て
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
生
涯
大
工
で
喜

び
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

「
気
付
か
さ
れ
た�

�

還
暦
」

山
下
　
和
哉

（
市
南
支
部
）

　
書
記
局
に
「
年
男
の
写
真
を

撮
ら
せ
て
下
さ
い
」
の
一
言
に

還
暦
だ
っ
た
の
か
と
気
付
か
さ

れ
た
私
。
六
十
歳
と
い
う
節
目

の
年
、
改
め
て
健
康
に
気
を
付

け
、
趣
味
も
充
実
さ
せ
つ
つ
、

ま
だ
ま
だ
現
役
で
仕
事
を
こ
な

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
家
族
・
周
り
の
人
に�

�

感
謝
」

荒
木
　
雅
博

（
中
央
大
浦
支
部
）

　
こ
れ
ま
で
に
一
度
大
病
を
患

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
元
気

に
七
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し

家
族
を
は
じ
め
周
り
の
人
に
感

謝
を
し
な
が
ら
、
明
る
く
楽
し

く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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佐
世
保
中
央
支
部
旅
行
会 

�

～
浸
水
の
厳
島
神
社
は
逆
に
レ
ア
？
～

　

佐
世
保
中
央
支
部
で
は
、

十
一
月
十
六
日
㈯
～
十
七
日
㈰

に
か
け
て
、
支
部
旅
行
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
五
年
振
り

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
支
部

旅
行
会
、
総
勢
二
十
六
名
の
参

加
を
頂
き
、
広
島
県
宮
島
方
面

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
朝
七
時
三
十
分
に

支
部
を
出
発
し
、
支
部
長
の
ご

挨
拶
を
頂
い
た
後
は
、
も
ち
ろ

ん
す
ぐ
に
乾
杯
。
広
島
県
ま
で

向
か
う
た
め
道
中
は
た
っ
ぷ
り

と
し
た
飲
み
時
間
も
あ
り
、
わ

き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
バ
ス
の

中
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
五
年
ぶ
り
の
開
催
の
為
か
、

想
像
以
上
に
車
内
は
盛
り
上
が

り
、
広
島
県
へ
入
る
頃
に
は
準

備
し
て
い
た
飲
み
物
が
無
く
な

り
か
け
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
大
盛
り
上
が
り
の
中
、
バ
ス

は
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
広
島

原
爆
ド
ー
ム
に
到
着
。
外
観
を

見
学
し
集
合
写
真
を
撮
り
、
次

の
目
的
地
は
呉
市
に
あ
る
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
向
か
い
ま
し

た
。
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は

戦
艦
大
和
の
模
型
や
当
時
の
歴

史
を
学
べ
る
内
容
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
へ
到
着
し

た
後
は
、
お
待
ち
兼
ね
の
懇
親

会
。
広
島
の
夜
を
ゆ
っ
く
り
と

堪
能
し
、
温
泉
で
日
頃
と
長
い

道
中
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
今
回
の
旅
行
会

の
メ
イ
ン
で
あ
る
宮
島
へ
。
朝

一
の
船
で
渡
り
ま
し
た
。
宮
島

に
は
十
分
ほ
ど
で
到

着
し
、
ま
ず
は
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
へ
。
し
か

し
こ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
が
難
関
で
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗

り
場
ま
で
は
徒
歩
で

向
か
い
ま
す
が
、
行

け
ど
も
行
け
ど
も
ま

だ
ま
だ
着
か
ず
、
ほ

ぼ
登
山
状
態
。
昨
日

の
ア
ル
コ
ー
ル
も
抜
け
ぬ
ま
ま
、

中
に
は
途
中
で
諦
め
か
け
た
方

も
…
。

　
何
と
か
全
員
で
乗
り
場
ま
で

到
着
し
無
事
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
乗
車
し
山
頂
へ
向
か
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
山
頂
へ
到
着

し
、
さ
あ
素
晴
ら
し
い
景
色
。

の
は
ず
が
霧
で
ほ
ぼ
見
え
ず
…
。

ま
さ
に
過
酷
な
登
山
だ
け
を
し

た
状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
心
遣
い
で
こ
れ
も
ま
た

一
つ
の
思
い
出
と
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
下
山
後
は
、
い
よ
い
よ
厳
島

神
社
の
見
学
。
の
は
ず
が
こ
こ

で
も
ま
た
…
。
ま
さ
か
の
年
に

数
回
し
か
な
い
高
潮
に
よ
り
神

社
が
海
に
浸
か
っ
て
お
り
、
見

須
藤
　
輝
久 

氏
（
北
松
支
部
） 

　『
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
長
表
彰
』 

受
賞

　
今
般
、
建
設
長
崎
副
執
行
委

員
長
で
あ
る
須
藤
輝
久
氏
が
、

永
年
に
渡
り
、
技
能
検
定
委
員

（
建
築
大
工
）
と
し
て
、
技
能

検
定
制
度
の
推
進
と
普
及
に
努

め
貢
献
し
た
と
し
て
、
長
崎
県

職
業
能
力
開
発
協
会
の
推
薦
に

よ
り
「
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
長
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
毎
年
、
中
央

職
業
能
力
開
発
協
会
（
所
管
‐

厚
生
労
働
省
）
が
、
十
一
月
の

「
人
材
開
発
促
進
月
間
」
に
合

わ
せ
て
、
技
能
検
定
、
技
能
振

興
等
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
業
績
が
顕
著
で
あ
り
、
他

の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
功
労
者

に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
藤
副
委
員
長
は
、「
こ
の

度
の
受
賞
を
大
変
あ
り
が
た
く
、

光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

技
能
検
定
委
員
と
し
て
長
ら
く

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
次
世
代

と
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
見
据
え

な
が
ら
、
今
後
も
技
能
検
定
の

推
進
・
普
及
の
一
助
と
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
表
彰
は
全
国
で
二
十
四

の
団
体
と
百
八
十
四
名
の
功

労
者
が
、「
職
業
能
力
開
発

事
業
」、「
技
能
検
定
事
業
」、

「
技
能
振
興
事
業
」
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
お
い
て
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。

学
不
可
。

　
少
し
待
て
ば
潮
が
引
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
い
、
五
重
塔
な

ど
を
見
学
し
お
昼
ご
飯
を
早
め

て
過
ご
し
ま
し
た
が
、
願
い
叶

わ
ず
、
予
定
時
間
内
に
は
潮
は

引
い
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
で
も
ま
た
、
皆
さ
ん
の

優
し
さ
で
、「
年
に
数
回
し
か

な
い
状
況
を
目
の
前
で
見
れ
た

事
も
逆
に
レ
ア
な
思
い
出
に
な

る
」
と
言
っ
て
頂
き
救
わ
れ
、

貴
重
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
々
お
土
産
を
買

わ
れ
た
り
、
出
来
立
て
の
も
み

じ
饅
頭
を
堪
能
し
た
り
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
宮
島
を
離
れ
た
後
は
、
最
後

の
目
的
地
で
あ
る
山
口
県
岩
国

市
の
錦
帯
橋
へ
。
こ
こ
で
は
組

合
員
さ
ん
達
の
目
は
や
は
り
職

人
。
作
り
等
を
真
剣
に
み
ら
れ

る
場
面
も
。

　
そ
の
後
、
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
が
、
昨
日
の
車
中
が
嘘
の
よ

う
に
静
か
な
車
内
で
、
皆
さ
ん

さ
す
が
に
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
無
事
に
支
部
へ
到
着
し
解
散

と
な
り
ま
し
た
が
、
晴
天
と
ま

で
は
い
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

雨
に
も
合
わ
ず
、
ケ
ガ
や
事
故

も
な
く
全
行
程
を
終
了
出
来
た

こ
と
、
ま
た
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
優
し
さ
や
ご
協
力
に
よ
り
、

五
年
振
り
の
支
部
旅
行
会
が
成

功
裏
に
終
了
す
る
事
が
出
来
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲広島原爆ドーム前にて

　
佐
世
保
東
住
宅
デ
ー
　　

恒
例
行
事
に
喜
び
の
声

　
今
年
も
支
部
で
は
住
宅
デ
ー

を
【
ど
ろ
ん
こ
の
里
】
十
一
月

十
日
㈰
と
【
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ

い
市
】
十
一
月
二
十
四
日
㈰
二

日
間
、
隔
週
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
ど
ろ
ん
こ
の
里
で
は
、
雲
が

掛
っ
て
い
ま
し
た
が
、
暖
か
く

過
ご
し
や
す
い
気
温
で
し
た
。

お
昼
前
頃
か
ら
、
小
雨
が
降
り

つ
つ
も
、
組
合
員
さ
ん
は
、
作

業
台
の
移
動
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

で
簡
易
の
屋
根
を
設
営
し
、
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
お
り
ま
し

た
。

　
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市
で
は
、

十
一
月
ら
し
い
秋
空
の
下
開
催

し
ま
し
た
。
設
営
場
所
の
関
係

上
、
終
始
日
陰
の
寒
い
中
、
受

付
や
包
丁
砥
ぎ
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
等
で

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
、
組
合
員

の
皆
様
は
包
丁
を
研
い
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
ま
た
来
年
も
お
願
い
し

ま
す
」
と
喜
び
の
声
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ど
ろ
ん
こ
の
里
【
来
場
者

六
十
三
名
・
包
丁
百
二
十
一

本
】
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市

【
来
場
者
七
十
二
名
・
包
丁

百
四
十
九
本
】、
両
会
場
と
も

に
例
年
通
り
に
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。
支
部
の
毎
年
恒
例
行

事
と
な
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
、
組
合
員
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略・順
不
同
）

［
十
一
月
十
日
］	

長
島　
則
行	

江
良　
春
美

迎　
　
　
稔	

迎　
　
良
則

茅
原　
喜
人	

田
中　
和
樹

鴨
川　
浩
樹	

田
中　
光
輝

大
庭　
真
八	

松
延　
貴
男

小
谷　
　
守	

城
戸　
行
誠

川
端　
昭
吾	

［
十
一
月
二
十
四
日
］	

迎　
　
　
稔	

迎　
　
良
則

茅
原
喜
志
男	

吉
居　
雄
一

松
延　
貴
男	

田
中　
光
輝

城
戸　
行
誠	

柳　
　
光
輝

迎　
　
政
博	

枝
折　
春
紀

小
谷　
　
守	

山
本　
　
進

坂
本　
　
昇	

大
庭　
真
八

鴨
川　
浩
樹	

佐
藤
委
員
長	

石
田
副
委
員
長

▲わくわくふれあい市

▲どろんこの里

　
大
村
第
一
分
会
住
宅
デ
ー
　　

総
数
一
一
〇
本
、
研
ぎ
あ
げ
る
！

　
大
村
第
一
分
会
で
は
、
十
一

月
二
十
四
日
㈰
に
木
場
公
民
館

に
て
住
宅
デ
ー
（
包
丁
研
ぎ
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
予
報
で
は
気
温
が
下
が
り
肌

寒
い
天
候
に
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
日
は
穏
や
か
な

秋
晴
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
合
時
間
よ
り
も
だ
い
ぶ
早

く
集
合
し
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
準
備
が
早
く
終
わ
り
余

裕
を
も
っ
て
待
機
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
開
始
時
間
よ
り

も
早
く
来
ら
れ
る
方
々
も
い
て
、

受
付
は
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

受
付
し
た
包
丁
の
刃
の
確
認
を

さ
れ
る
方
、
研
ぐ
方
へ
渡
す
方
、

研
ぎ
終
わ
っ
た
包
丁
を
受
付
へ

渡
す
方
と
、
各
々
が
役
割
を

も
っ
て
み
ん
な
で
声
掛
け
を
し

な
が
ら
、
た
ま
に
世
間
話
を
し

て
笑
い
合
い
な
が
ら
、
合
計

一
一
〇
本
を
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
も
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
分
会
長
か
ら

「
来
年
も
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
宣
言

が
あ
り
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
吉
川　
　
実　
伊
藤　
一
廣

　
松
山　
増
夫　
原
田　
保
彦

　
井
石　
勝
次　
脇
崎　
和
之

　
岩
元　
秀
義　
田
中　
俊
博

　
伊
藤　
光
廣　
木
下　
　
剛

　
中
村　
雅
美　
副
島　
俊
哉

　
中
尾　
政
男　
一
瀬　
純
男

　
伊
藤　
久
子　
中
尾
ス
ミ
子
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○主な内容
　①建築基準法改正について

・木造 ２ 階建て住宅も構造審査が必要になります。検査の方法が変
わります。

・都市計画区域外の木造 ２ 階建て住宅も確認申請手続きが必要にな
ります。

　②建築物省エネ法改正について
・原則全ての建築物に省エネ基準への適合が義務付けられます。
　省エネ計算もしくは仕様基準への適否の確認が必要になります。

　③建築関連法令について
・建設リサイクル法届出について
・土砂法レッドゾーン内の建築制限について

○参加費用　　　　無料
○申込方法
　下記の方法により各会場の開催日の ７ 日前までに
申し込んで下さい。
　長崎県ホームページの「長崎県電子申請システム」
より申込（下記アドレスまたはＱＲコードからアクセス）
https://apply.e-tumo.jp/pref-nagasaki-u/offer/offer
List_detail?tempSeq=6380

木造戸建の大規模なリフォームは
建築確認手続きが必要になります

１ 全ての新築で省エネ基準適合を義務化 !

３ 木造戸建住宅の壁量計算等を見直し !

2025年 ４ 月から

建築基準法・建築物省エネ法が改正！
３ つの改正する
ルール ➡ 2025年 ４ 月以降に工事に

着手するものが対象です。

４号建築物
新２号建築物

新３号建築物

確認申請書・図書

確認申請書・図書
（変更なし）

確認申請書・図書
（一部図書省略）

構造関係規定等の図書（追加）
+

+
省エネ関連の図書（追加）木造

２階建て
木造

２階建て
木造

平屋建て 等

木造平屋建て
（延べ面積200㎥以下）

木造平屋建て
（延べ面積200㎥超）大規模なリフォームの

建築確認は不要

改正前

木造2階建て 木造平家建て 等

４号建築物

新２号建築物 新３号建築物

大規模なリフォームの
建築確認が必要

大規模なリフォームの
建築確認は不要

改正後 改正後

建築基準法第6条第1項
第4号に該当する建築物

改正法第6条第1項
第2号に該当する建築物

改正法第6条第1項
第3号に該当する建築物

木造平家建て
（延べ面積200㎡超）

木造
2階建て

木造平家建て
（延べ面積200㎡以下）

➡

　①省エネ適判手続きが必要になります。
　②仕様基準で評価する場合は省エネ適判は不要です。

　①「建築確認」が必要な対象範囲を拡大します。
　②「審査省略」の対象範囲を限定します。
　③構造・省エネ関連の図書等の提出が必要になります。

２ 木造戸建住宅※の建築確認手続き等を見直し !
※階数 ２以上又は延べ面積200㎡超

➡ 重い屋根・軽い屋根等の区分を廃止

　・算定式に基づき、壁量および柱の小径を算定
　・表計算ツール・早見表（試算例）を使用可能

わ
か
り
や
す
い
解
説
動
画

や
テ
キ
ス
ト
は
こ
ち
ら

　
　
　
　

⬆

■解説動画 ■テキスト
■大規模な
　リフォームについて

※大規模なリフォーム：
建築基準法の大規模の修繕・模様替にあたるもので、建築物の
主要構造部（壁、柱、床、はり、屋根または階段）の一種以上
について行う過半の改修等を指します。

❶建築確認手続きの対象となります
二階建ての木造戸建等で行われる大規模なリフォーム※１

で、2025年 ４ 月以降に工事に着手するものは、事前に建築
確認手続き※２が必要となります。
キッチンやトイレ、浴室等の水回りのリフォームや、バリ
アフリー化のための手摺やスロープの設置工事は手続き不
要※３です。
※１：‌�建築基準法の大規模の修繕・模様替にあたるもので、建築物の主要構造部（壁、

柱、床、はり、屋根または階段）の一種以上について行う過半の改修等を指
します。例えば、階段の架け替え工事や屋根の全面的な改修等は該当しますが、
屋根や壁の仕上げ材のみの改修等は該当しません。

※ ２：‌�建築確認手続きは、工事に着手する前に手続を終える必要があります。また、
現行法に適合していない箇所があれば別途適合させる工事が必要な場合があ
ります。

※ ３：‌�工事内容によっては大規模なリフォームに該当する場合があるので、建築主
事または指定確認検査機関へご相談ください。

❷建築士による設計・工事監理が必要です
延べ面積が100㎡を超える建築物※４で、大規模なリフォー
ムを行う場合は、建築士による設計・工事監理が必要です。
（建築基準法第 ５条の ６の規定による）
※ ４：‌�建築士法第 ３ 条の ２ 及び第 ３ 条の ３ の規定により、都道府県が別途延べ面積

等を定めている場合があります。

建築基準法・建築物省エネ法改正説明会
（工務店・大工技能者向け）

　建築基準法・建築物省エネ法が改正されました。令和 ７ 年 ４ 月 １ 日以
降に着工する住宅・建築物から、建築確認審査の対象が拡大され、また、
原則すべての建築物の新築時に省エネ基準への適合義務化が開始されま
す。今回の説明会では、法改正の概要に加え、施工時に配慮すべき事項
を説明します。併せて、施工に携わる方には必須となる建設リサイクル
法や土砂法等の関連法令について、説明します。

○対象者　主に木造住宅の施工に携わる工務店・大工技能者の方
○日時・場所

時津会場 令和 ７ 年 １ 月15日㈬　10:00～12:00（ ９ :30 受付開始）
時津町北部コミュニティセンター　講座室　（時津町日並郷）

諫早会場 令和 ７ 年 １ 月22日㈬　18:30～20:30（18:00 受付開始）
県央振興局　研修棟（諫早市永昌東町）

大村会場 令和 ７ 年 １ 月30日㈭　18:30～20:30（18:00 受付開始）
大村コミュニティセンター　第 ４ 会議室（大村市幸町）

島原会場 令和 ７ 年 ２ 月 １ 日㈯　15:00～17:00（14:30 受付開始）
島原振興局　第一会議室　（島原市城内１丁目）

県北会場 令和 ７ 年 １ 月25日㈯　15:00～17:00（14:30 受付開始）
平戸市たびら活性化施設　研修室 １ ･ ２ （平戸市田平町里免）

申込先・問合せ先
（時津会場）	 長崎振興局建築課	TEL:095-844-2203　FAX:095-844-1306
（諫早・大村会場）	県央振興局建築課	TEL:0957-22-0010　FAX:0957-24-1870
（島原会場）	 島原振興局建築課	TEL:0957-63-5599　FAX:0957-63-2251
（県北会場）	 県北振興局建築課	TEL:0956-23-1816　FAX:0956-22-4441
　※全体的な事項　県庁土木部建築課審査指導班　TEL:095-894-3093　FAX:095-827-3367
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国
保
だ
よ
り

　結婚や出産、退職などで扶養家族が増えた、あるいは就職や結婚、
死亡や世帯分離等で扶養家族が減った、住所や氏名が変わったなど、
組合員世帯に異動があった時は、14日以内に届出が必要です。
　資格の取得、喪失の届出が遅れてしまいますと、マイナンバーに
紐づく資格情報について更新が行われず、扶養家族の保険料を遡っ
て納付いただいたり、保険料の返還が受けられない場合があります
ので、お届け忘れが無いよう、ご確認いただき、該当される場合は
速やかに所属支部にて手続きをお願いします。

各種届出（被保険者の取得、喪失、
住所変更等）はこれまで通り

所属支部での手続きが必要になります

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。

2024.12.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長　

崎　

・　

西　

彼　

地　

区

稲佐山温泉 
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38 

095-862-5555

i＋Land nagasaki 
 

（旧）やすらぎ伊王島
大人

ホテル側
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町１丁目3277-7 
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1 
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284 
095-856-2631

ゆりの温泉 大人
発券機に「950円」、「650円」

ボタンがあります。 
メンバーズカードの提示が

必要です。

1,090円 ▲140円 － 950円 西彼杵郡長与町高田郷2289-2 
095-856-2617

1,090円 ▲140円 ▲300円 650円 西彼杵郡長与町高田郷2289-2 
095-856-2617

県　

央　

地　

区

サンスパ 
おおむら　ゆの華 大人 　

　
　
　 820円

▲120円
【メンバーズカード

有無に関わらず】
▲300円 400円 大村市森園町663-3 

0957-50-1126

青雲荘 大人 　 　 880円 － ▲300円 580円 雲仙市小浜町雲仙500-1 
0957-73-3273

小地獄温泉館 大人 　 　 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上） 
［ ７：30～16：30］ 　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10 
0957-74-3141

大人 
［16：30～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ 
（保険証・運転免許証をご提示ください） 

大人（60歳以上）［ ７ ：30～21：30］
209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地 
0957-28-4141

県　

北　

地　

区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272 
0956-82-2661

川棚大崎温泉 
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237 

0956-82-6868
ザ・パラダイス

ガーデンサセボ（※１） 大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12 
0956-39-4800

ホテルローレライ 
ばってんの湯（※１） 大人 　 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449 

0956-59-3939

はさみ温泉 
湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円 東彼杵郡波佐見町長野郷558-3 
0956-76-9008

大人 　 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2 
0956-66-2617

平戸たびら温泉 
サムソンホテル 大人 　 　 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6 

0950-57-1110
（※１）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」
を実施しています。ぜひご利用下さい。

■利用料金の割引
　指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用
できます。

■利用料金の補助
　（小人料金には、割引はありません。）
　補助券により、割引料金より更に安い料金で利用
できます。
　規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
　割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間２０枚）
　組合のみ加入（年間 ６ 枚）
※支部事務所で申し込んで下さい。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さ

い。

■指定温泉施設の入浴料割引　
� 及び補助制度■

補助券

メンバーズカード

こんなときは手続きが必要です！
〇家族が市町村国保から長建国保へ加入するとき
〇家族が会社（社会保険）を退職し、長建国保へ加入するとき
〇出産したとき
〇長建国保を脱退するとき
〇就職等で健康保険に加入したとき
〇市町村国保に加入するとき
〇被保険者が死亡したとき
〇修学や介護等施設入所以外の理由で組合員世帯から転出したとき
〇住所、氏名が変わったとき
〇被保険者証を紛失、破損したとき
〇修学のため自宅を離れる場合
〇介護、福祉施設等に長期入所、（入園）する場合
〇組合員が法人として事業を行うようになったとき
〇保険料の賦課区分に変更が生じたとき
〇40～65歳未満（介護第 ２号被保険者）で国が定める介護適用除外施
設に入所するとき

※お手続きによっては提出していただく書類がございますので、ご不明な点等ござ
いましたら、所属支部、または長建国保までお問合せ下さい。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、特定健診受診者数は
減少しています。健診の最大の目的は「病気の早期発見」です。
しかし、受診しないままだと、本題の早期に発見されるはずの病
気が放置され、気づいた時には病状が進行、重症化してしまう恐
れがあります。現在、健診機関では、 ３ つの「密」を可能な限り
回避する、マスク着用を原則とするなど、きめ細かな感染予防対
策を講じています。今年度の健診をまだ受診されていない方は、
ぜひ年度内に受診してください。

年度内に健診を受診しましょう‼
� 個人で受ければ※7，988円もかかる検査が無料です！
� ※令和 ６年度集合契約の金額となっております。

無料

受診できる
医療機関

組合指定の医療機関（「特定健診実施機関一
覧表」に記載されている医療機関）
※�一覧表に記載されていない健診機関では受診すること

ができません。

申込方法 ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願
いします。

健診受診に
必要なもの

〇受診券　〇質問票　
○保険証（※マイナ保険証、資格確認書）

健診の検査内容 ・問診　・身体計測　・検尿　・血圧
・血液検査

特定健診でわかる
生活習慣病

・高血圧症　・脂質異常症　・肝硬変　
・動脈硬化　・腎臓病　・腎不全　・糖尿病
・痛風　・アルコール性肝臓病

自己負担 受診券にて受診した場合に限り自己負担はあ
りません。

受診できる期間 今年度の特定健診受診券の有効期限は
令和 ７ 年 ３ 月31日までとなっております。

※�受診券を紛失された方は各所属支部、または長建国保までご連絡
ください。【長建国保】TEL095-862-8463
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〈間違いさがし〉

〈クロスワード〉

（答）

１
２
３
４

５
６
７

あなたの支部名

氏　名

住　所

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
記
念
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　
「
間
違
い
さ
が
し
」
と
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
」
の
問
題
に
挑
戦
！

　
答
え
が
わ
か
っ
た
方
は
、
左
記
の
要
領

で
ハ
ガ
キ
に
、「
答
え
」「
支
部
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
記
入
し
て
応
募
下
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
十
名
に
記
念

品
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
六
日
㈪
　
必
着

新春お年玉クイズ

※印刷上の汚れやかすれは、間違いには入りません。

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月25日㈯
9時～14時

初 市

長建木材供給㈱
取締役社長 髙島 正弘

TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

　

お
会
計
時
に
、
建
設
長

崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
税
抜

き
合
計
金
額
か
ら
３
％
の

割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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内
の
対
象
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舗
は
、

「
コ
ー
ナ
ン
P
R
O
大
塔

店
』
の
み
で
す
。「
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
」

は
割
引
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
コ
ー
ナ
ン
P
R
O
大
塔
店

　(

佐
世
保
市
大
塔
町
８-

６２)

×
建設長崎

建設長崎
メンバーズカードが
コーナンPROで
使えます！

税抜お買上額から3％割引

ヘ
ビ
は
守
り
神
？

　

干
支
の
呼
び
方
・
読
み
方
は

ネ
（
ネ
ズ
ミ
）、
ウ
シ
な
ど
動

物
の
呼
び
名
そ
の
ま
ま
か
、
略

で
表
さ
れ
ま
す
が
、
巳
年
だ
け

違
い
ま
す
。
ヘ
ビ
は
昔
「
ヘ

ミ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
干
支
は
語
呂
よ
く
「
ミ
ド

シ
」
と
な
り
、
ヘ
ミ
の
呼
び
方

は
「
ヘ
ビ
」
へ
と
変
化
し
ま
し

た
。
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そ
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か

し
た
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は
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洋
で
は
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悪
な

存
在
と
さ
れ
ま
す
が
、
東
洋
で

は
古
く
か
ら
あ
が
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
ヘ
ビ
が
収
穫
物

や
作
物
を
狙
う
ネ
ズ
ミ
の
天
敵

で
あ
っ
た
た
め
、
家
々
の
大
事

な
守
り
神
的
な
存
在
で
し
た
。

縄
文
時
代
の
土
器
に
は
ヘ
ビ
の

装
飾
を
多
用
。
縄
文
の
文
様
自

体
が
ヘ
ビ
を
表
し
、
神
社
の
し

め
縄
は
絡
み
合
う
ヘ
ビ
の
姿
と

い
わ
れ
ま
す
。
弥
生
時
代
、
後

漢
の
皇
帝
が
日
本
の
倭
奴
国
王

に
贈
っ
た
「
金
印
」
の
つ
ま
み

も
ヘ
ビ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

ま
す
。
ヘ
ビ
、
す
ご
い
で
す
。

干
支
の
雑
学
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